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(57)【要約】
　本発明は、内視鏡用のグリップ装置、内視鏡とグリッ
プ装置とを含むアセンブリに関する。内視鏡シャフトの
ための単回使用のグリップ装置は、第１部分；第２部分
であって、第１部分に対し移動可能であり、第１および
第２部分の少なくとも１つは、前記シャフトを収容する
ためのチャネルを含み、第２部分は、内視鏡シャフトが
チャネル中に配置され得る第１の開放形態と、使用時に
第１および第２部分が前記内視鏡シャフトのまわりに固
定される第２の閉鎖形態との間で、第１部分に対して移
動可能である、第２部分；第１および第２部分を前記閉
鎖形態に保持するように、および、係合手段を無効化せ
ずに第１および第２部分が前記開放形態へと戻るのを防
ぐように、構成される係合手段；および、第１および第
２部分が使用中に前記閉鎖形態にある時に、前記チャネ
ルへの内視鏡シャフトの挿入を防ぐために配置される移
動止め手段、を備える。
【選択図】図１６
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内視鏡シャフトのための単回使用のグリップ装置が提供され、該グリップ装置は、
　第１部分；
　第１部分に対し移動可能な第２部分であって、第１および第２部分の少なくとも１つは
前記シャフトを収容するためのチャネルを含み、第２部分は、内視鏡シャフトがチャネル
中に配置され得る第１の開放形態と、使用時に第１および第２部分が前記内視鏡シャフト
を取り囲んでそのまわりで固定される第２の閉鎖形態との間で、第１部分に対して移動可
能である、第２部分；
　第１および第２部分を前記閉鎖形態に保持するように構成される係合手段；
　第１部分および第２部分の少なくとも１つに設けられる把持手段であって、前記把持手
段は、グリップ装置がその閉鎖形態にある時、第１および第２部分は把持手段がチャネル
中に配置された内視鏡シャフトを把持せず、その結果グリップ装置が前記シャフトに沿っ
てスライドするのが可能となる、第１位置と；把持手段が前記内視鏡シャフトを把持する
第２位置と；の間で互いに対して移動可能であるように構成される、把持手段；
および、
　装置が第１の内視鏡シャフトのまわりに係合されおよび第１の内視鏡シャフトから取り
外された後、前記グリップ装置が第２の内視鏡シャフトの周囲に係合するのを防止ように
構成された手段；
を備えるグリップ装置。
【請求項２】
　前記グリップ装置が第２内視鏡シャフトのまわりに係合されるのを防ぐように構成され
る手段は係合手段の一部を含み、該係合手段は、使用時に第１および第２部分が前記閉鎖
形態で係合された後、第１および第２部分は係合手段を無効化せずに前記開放形態へと後
退され得ないように配置される
ことを特徴とする請求項１に記載のグリップ装置。
【請求項３】
　前記グリップ装置が第２の内視鏡シャフトのまわりに係合するのを防ぐように構成され
る手段は、第１および第２部分が使用中に前記閉鎖形態にある時、前記チャネルへの内視
鏡シャフトの挿入を防ぐために配置される移動止め手段を備える
ことを特徴とする請求項１又は２に記載のグリップ装置。
【請求項４】
　移動止め手段は前記チャネルの中に延びるように片寄ったアーム部材を備える
ことを特徴とする請求項３に記載のグリップ装置。
【請求項５】
　前記アーム部材は前記第１又は第２部分と一体的に形成される
ことを特徴とする請求項４に記載のグリップ装置。
【請求項６】
　第１および第２部分は第１および第２端部を有する装置の本体を定義し、
および移動止め手段は２つのアーム部材を備え、ここで第１アーム部材は実質的に前記第
１端部の方向で前記チャネルへと延び、第２アーム部材は実質的に前記第２端部の方向で
前記チャネルへと延びる
ことを特徴とする請求項８又は９に記載のグリップ装置。
【請求項７】
　第１および第２部分は、それらの閉鎖形態において、装置の長手方向軸を定義する、装
置の実質的に円筒状の本体を形成し
第１および第２部分は、第１および第２部分の各々の長手方向縁部に沿ってヒンジ式に接
続される
ことを特徴とする請求項１乃至６に記載のグリップ装置。
【請求項８】
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　把持手段は前記チャネルに延びる突出部を備える
ことを特徴とする請求項１乃至７に記載のグリップ装置。
【請求項９】
　前記突出部はエラストマー材料を備える
ことを特徴とする請求項５に記載のグリップ装置。
【請求項１０】
　第１および第２部分は第１部分に片寄っている
ことを特徴とする請求項１乃至９に記載のグリップ装置。
【請求項１１】
　第１および第２部分はその閉鎖形態において、第一および第二端部を有する装置の実質
的に円筒形の本体を形成し、グリップ装置は前記第１端部に固定可能なエンドキャップを
さらに備える
ことを特徴とする請求項１乃至１０に記載のグリップ装置。
【請求項１２】
　エンドキャップは、液体が前記エンドキャップを通り抜けられるように大きさを合わせ
られた１以上の孔を含む
ことを特徴とする請求項１１に記載のグリップ装置。
【請求項１３】
　内視鏡シャフトのためのグリップ装置であって、該グリップ装置は、
　第１および第２端部を有する本体であって、該本体は第１部分および第２部分を有し、
第２部分は第１の開放形態と第２の閉鎖形態との間で第１部分に対して移動可能である、
本体；
　前記第１端部と第２端部との間で延びている第１および第２部分の少なくとも１つにあ
るチャネルであって、該チャネルは、前記開放形態において内視鏡シャフトがチャネル中
に配置され得、前記閉鎖形態において使用中に第１および第２部分が内視鏡シャフトを取
り囲むように構成される、チャネル；
　第１および第２部分を前記閉鎖形態に保持するように構成される係合手段；
　第１部分および第２部分の少なくとも１つに設けられる把持手段であって、前記把持手
段は、グリップ装置がその閉鎖形態にある時、第１および第２部分は把持手段がチャネル
中に配置された内視鏡シャフトを把持せず、その結果グリップ装置が前記シャフトに沿っ
てスライドするのが可能となる、第１位置と；把持手段が前記内視鏡シャフトを把持する
第２位置と；の間で互いに対して移動可能であるように構成される、把持手段；および、
　本体の第１端部に取り外し可能に固定されるエンドキャップ；
を備えるグリップ装置。
【請求項１４】
　エンドキャップは、液体が前記エンドキャップを通り抜けられるように大きさを合わせ
られた１以上の孔を含む
ことを特徴とする請求項１３に記載のグリップ装置。
【請求項１５】
　係合手段の部分は、使用中に第１および第２部分が前記閉鎖形態において係合された後
、第１および第２部分が係合手段を無効化せずに前記開放形態へと後退され得ないように
構成される
ことを特徴とする請求項１４に記載のグリップ装置。
【請求項１６】
　装置は、第１および第２部分が使用中に前記閉鎖形態にある時、前記チャネルへの内視
鏡シャフトの挿入を防ぐために配置される移動止め手段をさらに備える
ことを特徴とする請求項１３乃至１５の何れか一項に記載のグリップ装置。
【請求項１７】
　本体の長手方向軸は前記第１端部と第２端部との間で伸びており、第１と第２部分は、
第１および第２部分の各々の長手方向縁部に沿ってヒンジ式に接続される
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ことを特徴とする請求項１３乃至１６の何れか一項に記載のグリップ装置。
【請求項１８】
　第１および第２部分は、第１部分において片寄っている
ことを特徴とする請求項１３乃至１７の何れか一項に記載のグリップ装置。
【請求項１９】
　エンドキャップは、エンドキャップが本体の端部に係合される時、本体の第１および第
２部分が閉鎖形態の第２位置で保持されるように構成される
ことを特徴とする請求項１３乃至１８の何れか一項に記載のグリップ装置。
【請求項２０】
　内視鏡シャフトと請求項１乃至１２の何れか一項に記載のグリップ装置とを含むアセン
ブリであって、該グリップ装置は内視鏡シャフトのまわりで固定される、
アセンブリ。
【請求項２１】
　内視鏡シャフトと請求項１３乃至１９の何れか一項に記載のグリップ装置とを含むアセ
ンブリであって、該グリップ装置は、グリップ装置の本体が内視鏡の遠位先端部へ延びて
これを保護するように、内視鏡シャフトのまわりで固定される、
アセンブリ。
【請求項２２】
　内視鏡シャフトの把持を支援する方法であって、該方法は、
　請求項１乃至１２の何れか一つに記載のグリップ装置を内視鏡シャフトのまわりに固定
する工程；および
　第１および第２部分を互いに対して第２位置へと動かす工程；
を含む、方法。
【請求項２３】
　内視鏡シャフトの把持を支援する方法であって、該方法は、
　請求項１３乃至１９の何れか一つに記載のグリップ装置を内視鏡シャフトのまわりに固
定する工程；および
　第１および第２部分を互いに対して第２位置へと動かす工程；
を含む、方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡用のグリップ装置、内視鏡とグリップ装置とを含む組立品、および、
内視鏡シャフトの把持を支援する方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　内視鏡は、細長いシャフトまたは挿入チューブ、および角度制御手段（ａｎｇｕｌａｔ
ｉｏｎ　ｃｏｎｔｒｏｌｓ）とバルブとを含む制御ヘッドとを含んでいる。内視鏡検査法
の処置中、適切な潤滑剤にコーティングされたシャフトが、検査される体内の空洞を可視
化するために、患者へゆっくりと挿入される。好ましい使用方法において、内視鏡医は、
一方の手でシャフトを把持し、その間、他方の手で制御ヘッドの制御を行う。内視鏡医は
、シャフトを操作するのに十分な程度にしっかり把持することができなければならないが
、シャフトを患者へ更に挿入する時にはシャフトに沿って彼らの手をスライドさせること
もできなくてはならない。
【０００３】
　シャフトは好ましくは、このような指の把持がシャフトの動作に対するより優れた感知
と制御を可能にするので、親指と他の指との間で保持される。付加的に、より摩擦を大き
し、且つ潤滑剤による滑りを回避するために、１枚のガーゼがシャフトとユーザーの親指
および他の指との間に配置されることが推奨される。
【０００４】
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　しかしながら、ガーゼはすぐに潤滑剤で飽和状態になり、実質的にユーザーに対する利
点が減少する。さらにユーザーが、内視鏡シャフトから手を離すことが必要な場合、ガー
ゼはシャフトの周りから滑って、床へ落下する可能性が高い。
【０００５】
　結腸内視鏡検査において、内視鏡または結腸内視鏡は患者の結腸中の屈曲部分またはル
ープ部分を進行すると、操作者の押す力が結腸内視鏡の長手軸方向に沿って伝達されず、
結腸内視鏡自体がループを形成することがある。このことは患者に不快をもたらし得、結
腸を通るスコープの進行を妨げ得、それは結腸内視鏡に加えられたどんな力も単にループ
効果を増大させる傾向を示すに過ぎないからである。
【０００６】
　ループは、結腸内視鏡シャフトを後退させながら、結腸内視鏡のシャフトを捻転させる
かまたはトルク力（トルキング　（ｔｏｒｑｕｉｎｇ）　）を加えることによって改善さ
れる。これによりループを解消し、引き続き結腸を通って進行させるのを可能にする。
【０００７】
　しかしながら、シャフトにトルクを加えるのに必要な力の量、その滑りの性質、および
それが通常保持される方法によって、内視鏡医は、手と手首とにおいて、著しい痛みと不
快感とを経験し得る。
【０００８】
　内視鏡医は、使用中にユーザーの手によって内視鏡にかけられる。長時間の把持または
挟持する力によって引き起こされる、多くの筋骨格系障害を被る可能性があることが知ら
れている。これらの障害は、手首の腱障害（ｔｅｎｄｉｎｏｐａｔｈｙ）、上顆炎および
手根管症候群を含み、ユーザーの手のしびれや、手、手首および前腕における痛みを引き
起こし得る。
【０００９】
　したがって、本発明の目的は、前述の問題を克服する内視鏡シャフトのためのグリップ
装置を提供することである。
【発明の概要】
【００１０】
　本発明は、概略的に、内視鏡シャフトのためのグリップ装置に関するものであり、該内
視鏡シャフトは、把持手段、第１部分、および第２部分を含み、該第２部分は第１部分に
対して移動可能であり、および、第１部分と第２部分の少なくとも１つはシャフトを収容
するためのチャネルを含み、ここで、第２部分は、第１部分に対して、把持手段が内視鏡
シャフトと係合する第１位置と、把持手段が内視鏡シャフトから離れる第２位置との間を
移動可能であり、その結果グリップ装置がシャフトに沿ってスライドすることが可能とな
る。
【００１１】
　本発明のグリップ装置は好ましくは、装置が内視鏡シャフトの周りに係合する際、装置
上のユーザーの把持が解放された時でさえ、シャフトのまわりに固定され続けるように設
計されている。従って本発明の好ましい実施形態において、第１および第２部分が第１位
置にある時には前記装置に対する内視鏡シャフトのスライドは不可能であり、第１および
第２部分が第２位置にある時にはシャフトに対する装置のスライドが可能であるが、装置
はシャフトのまわりで保持される。
【００１２】
　さらに装置は、装置によって内視鏡シャフトに加えられ得る力を制限する１以上の特徴
を好ましくは含み、それによりシャフトに対する損傷を防止する。
【００１３】
本発明の第１の様相によれば、内視鏡シャフトのための単回使用のグリップ装置が提供さ
れ、該グリップ装置は：第１部分；第２部分であって、該第２部分は第１部分に対し移動
可能であり、第１および第２部分の少なくとも１つは、前記シャフトを収容するためのチ
ャネルを含み、第２部分は、内視鏡シャフトがチャネル中に配置され得る第１の開放形態
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と、使用時に第１および第２部分が前記内視鏡シャフトを取り囲み、そのまわりに保持さ
れる第２の閉鎖形態との間で、第１部分に対して移動可能である、第２部分；第１および
第２部分を前記閉鎖形態に保持するように構成される係合手段；第１部分および第２部分
の少なくとも１つに設けられる把持手段であって、前記把持手段は、グリップ装置がその
閉鎖形態にある時、第１および第２部分は把持手段がチャネル中に配置された内視鏡シャ
フトを把持せず、その結果グリップ装置が前記シャフトに沿ってスライドするのが可能と
なる、第１位置と；把持手段が前記内視鏡シャフトを把持する第２位置と；の間で互いに
対して移動可能であるように構成される、把持手段；および、装置が第１の内視鏡シャフ
トのまわりに係合されかつ第１の内視鏡シャフトから取り外された後、前記グリップ装置
が第２の内視鏡シャフトの周囲に係合するのを防止ように構成された手段を備える。
【００１４】
　使用について、グリップ装置が第１の使用の後に内視鏡から取り外される時、装置は第
２の内視鏡シャフトのまわりで再配置及び／又は保持され得ないように構成される、単回
使用の特徴は、装置が複数回の内視鏡検査の処置において使用される（それは相互汚染を
導き得る）のを防ぐ。
【００１５】
　いくつかの実施形態において、前記グリップ装置が第２内視鏡シャフトのまわりに係合
されるのを防ぐように構成される手段は係合手段の一部を含み、該係合手段は使用中に第
１および第２部分が前記閉鎖形態において係合された後、第１および第２部分は係合手段
を無効化せずに前記開放形態へと後退され得ないように配置される。
【００１６】
　前記グリップ装置が第２の内視鏡シャフトのまわりに係合するのを防ぐように構成され
る手段は、第１および第２部分が使用中に前記閉鎖形態にある時、前記チャネルへの内視
鏡シャフトの挿入を防ぐために配置される移動止め手段を備え得る。
【００１７】
　好ましい実施形態において、第１および第２部分は、それらの閉鎖形態において、装置
の実質的に円筒状の本体を形成して装置の長手方向軸を規定する。この本体の外径は、内
視鏡シャフトの外径より有利なことに著しく大きい。この方法において、ユーザーの手お
よび手首に対するストレスは、内視鏡シャフトになお同じトルクを加えながら、シャフト
を直接把持することと比較して、ユーザーが装置を把持する時、減少する。好ましくは、
第１および第２部分は、第１および第２部分の各々の長手方向縁部に沿ってヒンジ式に接
続されるこれにより、第１および第２部分は内視鏡シャフトのまわりで留められるか又は
閉じられることが可能となる。
【００１８】
　好ましい実施形態において、第１および第２部分は、第１位置において片寄っている。
それゆえ、ユーザーが装置上にユーザーの把持を解放または減少させる時、第１および第
２部分は、装置が内視鏡シャフトを把持しない第１位置へと移動する。代替的な実施形態
において、第１および第２の部分は、第２部分において片寄り得る。
【００１９】
　好ましくは、把持手段は、チャネル内部への突出部を含む。突出部はエラストマー材料
から作られ得る。
【００２０】
　係合手段は好ましくは、第１および第２部分に、相補的なフック部を備える。
【００２１】
　好ましくは、移動阻止手段は、チャネル内部へ延びるように片寄っているアーム部材を
備える。アーム部材から、第１部分または第２部分が一体的に形成され得る。特に好まし
い実施形態において、第１および第２部分はグリップ装置の第１および第２端部を定義し
、移動阻止手段は２つのアーム部材を備え、ここで、第１アーム部材は実質的に前記第１
端部の方向で前記チャネルへと延び、第２アーム部材は実質的に前記第２端部の方向で前
記チャネルへと延びる。
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【００２２】
　第１および第２部分は、それらの閉鎖形態において、第１および第２端部を有する装置
の、実質的に円筒状の本体を好ましくは形成する。および、グリップ装置は、更に好まし
くは、前記第１端部に固定可能なエンドキャップをさらに備える。エンドキャップは、液
体が前記エンドキャップを通り抜けるのを可能にするように大きさを合わせられた１つ以
上の孔を含み得る。
【００２３】
　好ましくは、本体は第１端部および第２端部を有しており、グリップ装置は好ましくは
、内視鏡シャフトの周りから潤滑剤又は他の液体を除去するためのほぼ少なくとも一つの
第１又は第２端部に近接する、拭き取り要素をさらに備える。これはグリップ要素と内視
鏡シャフトの間に達する潤滑剤の量を低減し、グリップ装置の把持力を低減し得る。
【００２４】
いくつかの実施形態において、本体の第１および第２端部の少なくとも１つは、フランジ
形端部を含む。グリップ装置が内視鏡シャフトのまわりで固定される時、フランジ形端部
は、一般に内視鏡シャフトに対して外方向に向かって好ましくは延びている。フランジ形
端部は、使用中に装置の外部表面へ移される潤滑剤または他の液体の量を最小限にするよ
うに設計されている。
【００２５】
　チャネルは典型的には装置の長手方向軸を定義する。いくつかの実施形態において、第
２部分は軸に垂直な方向で第１部分に対して移動可能である。他の実施形態において、第
２部分は軸と平行な方向で第１部分に対して移動可能である。理想的には、グリップ装置
はユーザーによって片手で操作されるように設計されている。
【００２６】
　好ましい実施形態において、把持手段はエラストマー材料を含む。エラストマー材料は
、使用中、エラストマー材料が第１部分と内視鏡シャフトの間に配置されるように、第１
部分の第１表面上に好ましくは提供される。代替的または付加的に、エラストマー材料は
、使用中、エラストマー材料が第２部分と内視鏡シャフトの間に配置されるように、第２
部分の第１表面上に好ましくは提供される。エラストマー材料は好ましくは離散的な突出
部として形成される。
【００２７】
　他の実施形態において、把持手段は、実質的に円形の開口部を備えてもよく、該開口部
の半径は把持要素の平面中にある。これらの実施形態において、第２部分が第１位置と第
２位置との間で第１部分に対し移動されると、把持要素は、把持要素の平面が長手方向軸
に対して第１角度にある第１位置と、把持要素の平面が長手方向軸に対して第２角度にあ
る第２位置との間で、好ましくは傾けることができ、該第２角度は第１角度より大きい。
【００２８】
　本発明の第２態様に従い、本発明の第１の態様に係る内視鏡とグリップ装置とを備える
アセンブリが提供され、該グリップ装置は内視鏡のシャフトのまわりで固定される。
【００２９】
　本発明の第３の態様に従い、内視鏡シャフトに提供するためのグリップ装置が提供され
、該グリップ装置は：第１および第２端部を有する本体であって、該本体は第１部分およ
び第２部分を有し、第２部分は第１の開放形態と第２の閉鎖形態との間で第１部分に対し
て移動可能である、本体；前記第１端部と第２端部との間で延びている第１および第２部
分の少なくとも１つにあるチャネルであって、該チャネルは、前記開放形態において内視
鏡シャフトがチャネル中に配置され得、前記閉鎖形態において使用中に第１および第２部
分が内視鏡シャフトを取り囲むように構成される、チャネル；第１および第２部分を前記
閉鎖形態に保持するように構成される係合手段；第１部分および第２部分の少なくとも１
つに設けられる把持手段であって、前記把持手段は、グリップ装置がその閉鎖形態にある
時、第１および第２部分は把持手段がチャネル中に配置された内視鏡シャフトを把持せず
、その結果グリップ装置が前記シャフトに沿ってスライドするのが可能となる、第１位置
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と；把持手段が前記内視鏡シャフトを把持する第２位置と；の間で互いに対して移動可能
であるように構成される、把持手段；および、本体の第１端部に取り外し可能に固定され
るエンドキャップ；を備える。
【００３０】
　好ましくは、エンドキャップは、液体が前記エンドキャップを通り抜けられるように大
きさを合わせられた１以上の孔む。
【００３１】
　前記グリップ装置は単独で使用されてもよく、これらの実施形態において、係合手段の
部分は、使用中に第１および第２部分が前記閉鎖形態において係合された後、第１および
第２部分が係合手段を無効化せずに前記開放形態へと後退され得ないように構成され得る
。代替的に又は付加的に、装置は、第１および第２部分が使用中に前記閉鎖形態にある時
、前記チャネルへの内視鏡シャフトの挿入を防ぐために配置される移動止め手段をさらに
備え得る。
【００３２】
　幾つかの実施形態において、本体の長手方向軸は前記第１端部と第２端部との間で伸び
ており、第１と第２部分は、第１および第２部分の各々の長手方向端部に沿ってヒンジ式
に接続される。
【００３３】
　第１および第２部分は、第１部分において片寄り得る。
【００３４】
　好ましい実施形態において、エンドキャップは、本体の端部に固定される時、本体の第
１および第２部分が閉鎖形態の第２位置で係合されるように構成される。
【００３５】
　本発明の第４態様に従い、本発明の第３の態様に係る内視鏡とグリップ装置とを備える
アセンブリが提供され、該グリップ装置は内視鏡のシャフトのまわりで固定され、その結
果、グリップ装置の本体は内視鏡の遠位の先端部に延びてこれを保護する。
【００３６】
　本発明の第５の態様に従い、内視鏡シャフトの把持を支援する方法が提供され、該方法
は：本発明の第１の態様に係るグリップ装置を内視鏡シャフトのまわりで固定する工程；
および第１および第２部分を互いに対して第２位置に移動させる工程を含む。
【００３７】
　本発明の第６の態様に従い、内視鏡シャフトの把持を支援する方法が提供され、該方法
は：本発明の第３の態様に係るグリップ装置を内視鏡フトのまわりで固定する工程；第１
および第２部分を互いに対して第２位置に移動させる工程を含む。
【図面の簡単な説明】
【００３８】
　本発明はここで、ほんの一例ではあるが、添付図面を参照することで更に記載される。
【００３９】
【図１】本発明の第１の好ましい実施形態に係るグリップ装置の、開放形態における斜視
図である。
【図２】内視鏡シャフトの周りの、閉鎖形態における図１のグリップ装置の斜視図である
。
【図３】本発明の第２の好ましい実施形態に係るグリップ装置の、開放形態における斜視
図である。
【図４】内視鏡シャフトの周りの、部分的に閉鎖された図３のグリップ装置の斜視図であ
る。
【図５】本発明の第３の好ましい実施形態に係るグリップ装置の、開放形態における斜視
図である。
【図６】本発明の第４の好ましい実施形態に係るグリップ装置の、閉鎖形態における斜視
図である。
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【図７】本発明のさらに好ましい実施形態に係るグリップ装置の、開放形態における斜視
図である。
【図８】内視鏡シャフトの周りの、閉鎖および解放された形態における図７のグリップ装
置の斜視図である。
【図９】解放された形態における図８のグリップ装置の、長手方向の断面図である。
【図１０】係合された形態における図８のグリップ装置の、長手方向の断面図である。
【図１１】本発明のさらなる実施形態に係るグリップ装置の、内視鏡シャフトのまわりで
係合された形態における斜視図である。
【図１２】係合された形態における図１１のグリップ装置の、断面図である。
【図１３】本発明のさらに好ましい実施形態に係るグリップ装置の、長手方向の断面図で
ある。
【図１４】本発明の他の実施形態に係るグリップ装置の、長手方向の断面図である。
【図１５】本発明のさらなる実施形態に係るグリップ装置の、側面図である。
【図１６】本発明のさらに好ましい実施形態に係るグリップ装置の、開放形態で示される
斜視図である。
【図１７】第１の閉鎖形態において示される図１６のグリップ装置の斜視図である。
【図１８】第１の閉鎖形態のグリップ装置を伴って、長手方向軸に垂直な図１７のグリッ
プ装置の断面図である。
【図１９】第２の閉鎖形態のグリップ装置を伴って、長手方向軸に垂直な図１７のグリッ
プ装置の断面図である。
【図２０】グリップ装置から部分的に除去される内視鏡を示す図１７のグリップ装置の、
長手方向の断面図断面図である。
【図２１】使用された図１７のグリップ装置の、長手方向の断面図断面図であり、内視鏡
は部分的に一つの端部において挿入されている
【図２２】装置の付加的なエンドキャップを示す、図１７のグリップ装置の斜視図である
。
【図２３】エンドキャップの代替的な設計を示す、図２２のグリップ装置の斜視図である
。
【発明を実施するための形態】
【００４０】
　図１および２は、本発明の第１の好ましい実施形態に係るグリップ装置（１０）を示す
。グリップ装置（１０）は、使用中、シャフト（１４）上の装置（１０）を保持するため
に、内視鏡のシャフト（１４）を少なくとも部分的に取り囲む本体（１２）を含む。
【００４１】
　本体（１２）は実質的に円筒状かまたは管状であり、本体（１２）は内視鏡のシャフト
（１４）を収容するための長手方向腔（ｌｏｎｇｉｔｕｄｉｎａｌ　ｂｏｒｅ）（１６）
を含む。この実施例において、本体（１２）はヒンジ式に接続される第１部分（１８）お
よび第２部分（２０）を備える。第１および第２部分（１８、２０）の各々は半パイプ形
状を有しており、その結果、各部分の長手方向軸に垂直な断面図は実質的に半円形のであ
る。平行な長い端部（２２、２４）は、第１および第２部分（１８，２０）のそれぞれの
端部（２６、２８）の間で伸びている。このように、チャネル（３０）は、内視鏡シャフ
ト（１４）を収容するための第１および第２部分（１８，２０）の各々において形成され
る。
【００４２】
　第１および第２部分（１８、２０）は、それぞれの第１の長い端部（２２）に沿ってヒ
ンジ式に接続される。この実施例において、ヒンジは、本体（１２）を作る材料で形成さ
れた自然のヒンジである。
【００４３】
　第１および第２の部分（１８，２０）のそれぞれは、本体（１２）を閉鎖手段において
固定するための固定手段（３２）を備える。固定手段（３２）は、部分（１８、２０）の
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各々の第２の長い端部（２４）に近接するか又はこれに沿って配置されている。図１に最
も明白に示されるように、第１部分（１８）上の固定手段（３２）はタブ部材（３４）を
備え、第２部分（２０）の上の固定手段（３２）はタブ部材（３４）を収容するための対
応する開口部（３６）を備える。タブ部材（３４）は、第１および第２部分（１８、２０
）が固定されるようにタブ部材（３４）が第１の方向に開口部（３６）を介して挿入され
るのを可能にする、有刺端部（ｂａｒｂｅｄ　ｅｎｄ　ｐｏｒｔｉｏｎｓ）（３８）を含
むが、これはタブ部材（３４）が第２の方向で引き出されるのを妨げる。
【００４４】
　タブ部材（３４）および開口部（３６）は、係合する時、第１および第２部分（１８、
２０）の第２の長い端部（２４）が互いに近接するが、第１および第２部分（１８、２０
）のある程度の相対的運動がなお可能であるように構成される。特に、固定手段（３２）
が係合される時に、第１および第２部分（１８、２０）の第２の長い端部（２４）の間に
隙間（４０）がある場合、隙間（４０）の幅は、内視鏡シャフト（１４）のまわりで第１
および第２部分（１８、２０）をともに圧搾するかまたは押すことにより低減され得るこ
とが望ましい。この方法において、ユーザーにより第１および第２部分（１８、２０）に
加えられた力が大きいほど、第１および第２部分（１８、２０）の間の隙間（４０）は小
さくなり、内視鏡シャフト（１４）に加えられる把持力は大きくなる。
【００４５】
　いくつかの実施形態において、隙間（４０）は完全に閉じられてもよく、その結果、第
１および第２部分（１８、２０）に十分な力が加えられた場合、第２の長い端部（２４）
は接触する。これは、内視鏡シャフト（１４）に加えられ得る把持力を制限し、それによ
ってシャフト（１４）を破損する可能性を最小限にする。
【００４６】
　２つのタブ部材（３４）と２つの開口部（３６）が図１および図２に示される実施形態
において例証されたが、他の実施形態において、１つのタブ部材（３４）と１つの開口部
（３６）のみがされてもよいし、あるいは２つ以上のタブ部材（３４）および開口部（３
６）が提供されてもよいことが認識されよう。更に、いくつかの実施形態において、第１
および第２部分（１８、２０）は完全に分離され得る。このように、固定手段（３２）は
、第１および第２部分（１８、２０）の第２の長い端部（２２、２４）上で提供され得る
。
【００４７】
　本体（１２）は、好ましくはポリプロピレンなどの実質的に固いプラスチック材料から
作られる。
【００４８】
　グリップ装置（１０）はさらにエラストマー材料（４４）の層の形体にある把持手段（
４２）を備える。この実施例において、エラストマー材料は本体（１２）の外側表面（４
６）上で提供される。第２部分（２０）に形成される複数の開口部（４８）は、ユーザー
が装置（１０）を把持する時に、エラストマー材料（４４）の一部が開口部（４８）を通
って突出するのを可能にする。開口部（４８）は細長いスリットであり、したがって該開
口部（４８）を通って突出するエラストマー材料は、グリップ装置（１０）の腔（１６）
へと延びるか又は突出している一連の変形可能なリブ（図示せず）を形成する。エラスト
マーのリブは、内視鏡シャフト（１４）の表面と接触し、ユーザーがグリップ装置（１０
）を圧搾する際に、把持を提供する。
【００４９】
　変形可能なリブの表面積は本体（１２）の内表面積より著しく小さく、従って、より大
きな局所的な圧力が、ユーザーによってかけられる一定の把持力について、内視鏡シャフ
ト（１４）にかけられる。しかしながら、エラストマー材料の変形能は、リブが変形する
前に加えることができる圧力の制限があることを意味する。変形可能なリブのさらなる利
点は、それらがシャフト（１４）をコーティングする潤滑剤層に少なくとも部分的に浸透
することができ、それ故、シャフト（１４）自体の表面との改良された接触を提供するこ
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とである。
【００５０】
　この実施形態において、開口部（４８）は細長いスリットの形状をしているが、他の実
施形態において、開口部（４８）が異なる形状であってもよく、例えば開口部（４８）が
円形穴または山形の形状であってもよいことが認識されよう。更に、開口部（４８）は、
本体（１２）の第１および第２部分（１８、２０）の両方において提供され得、エラスト
マー材料は、本体（１２）の両方の部分（１８、２０）の両方の外表面上に提供され得る
。
【００５１】
　使用時に、ユーザーは、内視鏡シャフト（１４）を装置（１０）の周りに設置し、本体
（１２）を閉じるため固定手段（３２）を係合させる。最小限の圧力のみが本体（１２）
にかけられるか、または全くかけられない時、本体（１２）の腔（１６）の表面と内視鏡
シャフト（１４）との間の隙間は、装置（１０）がシャフト（１４）の長さに沿って装置
（１０）に沿ってスライドし得ることを意味している。シャフト（１４）を把持するため
に、ユーザーは、装置（１０）に把持力または狭持力（ｐｉｎｃｈｉｎｇ　ｆｏｒｃｅ）
を加える。これにより、エラストマー材料（４４）の少なくとも一部は開口部（４８）を
介してシャフト（１４）と接触する。狭持力が放出される時、装置（１０）はシャフト（
１４）に沿って移動可能であるが、シャフト（１４）を囲む本体（１２）の閉鎖形態のた
めに、シャフト（１４）に取り付けられたままである。
【００５２】
　グリップ装置の他の好ましい実施形態において、エラストマー材料は、本体の内表面上
に提供され、その結果、グリップ装置が内視鏡のまわりで保持される時にエラストマー材
料は内視鏡シャフトと接触する。そのような実施形態の実施例は図３から図６に示される
。
【００５３】
　図３および４は、把持手段（１４２）が、実質的に円状または円筒状の形状を有する離
散的な突出（１５２）として、第１および第２部分（１１８、１２０）の各々の、第１の
内表面（１５０）に提供されるエラストマー材料（１４４）を備える実施形態を示す。

図５および図６に示される実施形態は、山形形状を有する第１および第２部分（２１８、
２２０、３１８、３２０）の内表面（２５０、３５０）上の離散的なエラストマーの突出
部（２５２、３５２）の形状において、把持手段（２４２、３４２）を備える。他の実施
形態において、第１および第２部分の内表面上にエラストマー材料の連続層が提供され得
ることが認識されよう。
【００５４】
　図５で図示された実施形態において、グリップ装置（２１０）の第１および第２部分（
２１８、２２０）は、２つの別個の要素として提供される。それゆえ、第１および第２部
分（２１８、２２０）の、第１および第２の長い端部（２２２、２２４）の両方に、適切
な固定手段（２３２）が提供され、その結果、第１および第２の部分（２１８、２２０）
は内視鏡シャフトのまわりで共に固定されるのが可能となる。この実施例において、装置
（２１０）は好ましくは、装置（２１０）の腔と内視鏡シャフトとの間に隙間がある位置
へと、第１および第２部分（２１８、２２０）を片寄らせるための付勢手段を備え、その
結果最小限の把持力がシャフトに加えられるか、あるいは全く加えられない。図６におい
て示される実施形態において、第１および第２部分（３１８、３２０）は、第１の長い端
部に沿ったヒンジによって接続され、該ヒンジは、ユーザーが装置（３１０）に把持力を
加えるまで、装置（３１０）によって内視鏡シャフトに最小限の把持力が加えられるかあ
るいは全く加えられないように構成される。
【００５５】
　さらなる実施形態において、第１および第２部分が２つの長い端両方に沿って恒久的に
相互に接続され得、その結果、装置は、シャフトの端にわたってスライドされることによ
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り内視鏡シャフトのまわりに取り付けられる、ということが認識されよう。これらの実施
形態において、装置は好ましくは、長い端部の少なくとも１つのペアの間の隙間がある位
置へと、第１および第２部分を片寄らせるための、付勢手段を含む。付勢手段は好ましく
は、装置が内視鏡シャフトの端部にわたってスライドするのを可能にするような第一の直
径を装置は有するように配置され、その結果、ユーザーが装置を把持するとき、付勢手段
は第１および第２部分隙間が閉じられるのを可能にして、装置の直径を低減し、装置がシ
ャフトを把持するのを可能にする
【００５６】
　図３～６に示される実施形態すべてにおいて、エラストマー材料（１５４、３５４）の
層は、第１および第２部分（１１８、１２０、３１８、３２０）の各々の第２の外側表面
（１４６、３４６）上で提供される。エラストマー材料（１５４、３５４）のこの外側層
は、使用の間、装置（１１０、２１０、３１０）上での、ユーザーの親指および指の改善
された把持を提供する。
【００５７】
　いくつかの実施形態において、１つ以上のチャネルまたはカットアウト（図示せず）が
エラストマー材料（１５４、３５４）の外側層を通って形成され得る。チャネルはユーザ
ーの親指または指を収容するために大きさを合わせられ、エラストマー材料（１５４、３
５４）の層を通って完全に形成される。このように、ユーザーが装置（１１０、２１０、
３１０）を把持する場合、それらの親指及び／又は指は本体（１１２、２１２、３１２）
と接触する。本体はより硬い又は堅い材料から作られるので、シャフトによって経験され
た力のより大きな感触またはフィードバックが、ユーザーに提供される。
【００５８】
　上に記載されたグリップ装置（１０、１１０、２１０、３１０）のすべての重要な利点
は、装置の外径が内視鏡シャフト（１４、１１４）の外径より実質的に大きいという点で
ある。従って、ユーザーがグリップ装置（１０、１１０、２１０、３１０）に狭持力を加
える場合、内視鏡シャフト（１４、１１４）自体に同じ力を加えるのと比較して、より少
ない負荷がユーザーの手、手首および前腕の筋肉にもたらされる。
【００５９】
　グリップ装置（１０、１１０、２１０、３１０）の直径を増加、および潤滑剤でコーテ
ィングされた内視鏡シャフト（１４、１１４）のまわりへの設置によって、装置（１０、
１１０、２１０、３１０）の外側表面が潤滑剤でコーティングされにくくなる。したがっ
てこれは、シャフト（１４、１１４）の潤滑にされた表面と比較して、ユーザーが装置（
１０、１１０、２１０、３１０）に対する改善された把持を得るのを可能にする。装置（
１０、１１０、２１０、３１０）の外側表面（４６、１４６、３４６）が潤滑剤で覆われ
ている可能性は、装置（２１０、３１０）の片方又は両方の端部のフレア状又はフランジ
状の端部（２５６、３５６）が提供されることにより、さらに最小化され得る。図５およ
び６中の実施形態に図示されるこのフレア状又はフランジ状の端部（２５６、３５６）は
径方向かつ外向きの突出部を備え、装置が内視鏡シャフトに沿ってスライドされる際、装
置（２１０、３１０）表面を超えて押し上げられ得る潤滑剤の量を最小化する。
【００６０】
　付加的に、内視鏡シャフトのよりよい把持は、シャフトを直接把持する為に、装置（１
０、１１０、２１０、３１０）の把持手段（４２、１４２、２４２、３４２）によって、
内視鏡シャフト（１４、１１４）をコーティングしている潤滑剤の層に少なくとも部分的
に浸透することが可能であるため、提供される。この利点は、装置（１１０、２１０、３
１０）の片方又は両方の端部の拭取手段（１５８、２５８、３５８）の提供によりさらに
増強され得る。拭取手段（１５８、２５８、３５８）は好ましくは、使用の間にグリップ
装置（１１０、２１０、３１０）がシャフトに沿って移動される際に、シャフトから潤滑
剤のうちの少なくともいくらかを除去するために配置される拭取要素またはブレード（１
５８、２５８、３５８）を備える。図３～６に示される実施形態に図示されるように、拭
取要素（１５８、２５８、３５８）は装置（１１０、２１０、３１０）の腔（１１６、３



(13) JP 2016-537169 A 2016.12.1

10

20

30

40

50

１６）へと延びる円形のブレード（１５８、２５８、３５８）の形体をしていてもよい。
ブレード（１５８、２５８、３５８）は、内視鏡シャフトの表面と接触せず、ブレード（
１５８、２５８、３５８）の端部とシャフトとの間の隙間は、潤滑剤のすべてが除去され
るのではないが潤滑剤の量が低減されることを意味する。拭取要素（１５８、２５８、３
５８）は、突部部（１５２、２５２、３５２）と同じエラストマー材料から好ましくは形
成される。しかしながら、いくつかの実施形態において、拭取要素（１５８、２５８、３
５８）は、異なる材質から作られてもよい。上に記載された実施形態のすべてにおいて、
エラストマー材料は好ましくは親水性材料である。
【００６１】
　他の実施形態において、エラストマー材料のうちのいくらかまたはすべては親水性材料
であってもよい。例えば、突部部（１５２、２５２、３５２）は親水性のエラストマー材
料から作られ得る。また、取要素（１５８、２５８、３５８）は、親水性のエラストマー
材料から作られ得る。グリップ装置の他の実施形態において、装置全体は単一のエラスト
マー材料から作られ得、その結果、装置は、少なくとも部分的に内視鏡シャフトを囲む可
撓性スリーブまたはシースの形体をとる。
【００６２】
　グリップ装置（４１０）のさらに好ましい実施形態は、図７～１０において図示されて
いる。グリップ装置（４１０）は、使用中、シャフト（４１４）上の装置（４１０）を保
持するために内視鏡のシャフト（４１４）を少なくとも部分的に取り囲む本体（４１２）
を含む。
【００６３】
　第１の実施形態でのように、本体（４１２）は実質的に円筒状で、内視鏡のシャフト（
４１４）を収容するための長手方向腔（４１６）を含む。この実施例において、本体（４
１２）は第１部分（４１８）および第２部分（４２０）を備え、各々はシャフト（４１４
）の部分を収容するための長手方向チャネル（４３０）を有する。従って、平行な長い端
部（４２２、４２４）は、第１及び第２部分（（４１８、４２０））の各々の第１及び第
２端部の間に延びている。
【００６４】
　第１および第２部分（４１８、４２０）の各々は閉鎖形態における本体（４１２）を固
定するための固定手段（４３２）を備える。固定手段（４３２）は、部分（４１８、４２
０）の各々の長い端部（４２２、４２４）に、近接するかあるいはこれに沿って、配置さ
れている。図７に最も明白に示されるように、固定手段（４３２）は、部分（４１８、４
２０）の一つにタブ部材（４３４）を備え、部分（４１８、４２０）の他方に、タブ部材
（４３４）収容するための対応する開口部（４３６）を含える。タブ部材（４３４）およ
び開口部（４３６）は、固定される場合、第１および第２部分（４１８、４２０）の長い
端部（４２２、４２４）が互いに接触して、本体（４１２）が完全に内視鏡シャフト（４
１４）を囲むように、構成される。
【００６５】
　この例において、長い端部（４１８、４２０）の各々は２つのタブ部材（４３４）と２
つの開口部（４３６）を含む。しかしながら、他の実施形態において、より少数かより多
くのタブ部材および開口部が提供され得ることが認識されよう。長手方向における開口部
（４３６）の各々の幅は、タブ部材（４３４）の各々の対応する幅より大きい。そのため
、タブ部材（４３４）が開口部（４３６）に係合される時、第１および第２部分（４１８
、４２０）の相対的運動は、開口部（４３６）内のタブ部材（４３４）のスライドにより
、長手方向軸（４６０）に沿ってまだ可能である。
【００６６】
　第１および第２部分（４１８、４２０）の各々の外側表面（４４６）の一部は、把持特
徴部（４６２）を含み、それはこの実施例において本体（４１２）の外側表面（４４６）
に成形された隆起部の形体をしている。把持特徴部（４６２）は、ユーザーの第１および
第２部分（４１８、４２０）での把持を改善して、使用中に互いに対して容易にスライド
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することが可能となる。
【００６７】
　グリップ装置（４１０）はさらに、実質的に円形の開口部を有する把持要素（４６４）
の形体をしている把持手段（４４２）を備える。この実施例において、把持要素（４６４
）はＯリングを含む。他の実施形態において、把持要素（４６４）は、開口部を有するプ
レートまたはディスクの形体をとり得る。プレートまたはディスクは正方形または円形、
または他の適切な形状であってもよい。把持要素（４６４）は、理想的には、実質的にそ
の幅または直径より小さい厚さを有している。開口部の半径は把持要素（４６４）の平面
内に位置し、図９および１０の中の破線によって示されている。
【００６８】
　グリップ装置（４１０）の本体（４１２）は、把持要素（４６４）の端部分を収容する
ために凹部（４６６）を備える。対応する凹部（４６６）は本体（４１２）の第１および
第２部分（４１８、４２０）の各々の内表面（４５０）に提供される。凹部（４６６）は
長手方向軸（４６０）に垂直な平面にある第１側壁（４６８）を有し、および、凹部（４
６６）の幅が第１および第２部分（４１８、４２０）の各々の長い端部（４２２、４２４
）に非常に近くなるように第１側壁（４６８）に対し角度をつけられている第２側壁（４
７０）を有する。
【００６９】
　第１および第２部分（４１８、４２０）の各々において凹部（４６６）は同一であるが
第１および第２部分（４１８、４２０）が共に接続される時、４２０は同一である、それ
らは互いに対して１８０°回転される。このように、すべての凹部（４６６）の、角度が
つけられた第２側壁（４７０）は、互いに平行な平面にある。
【００７０】
　本体（４１２）の第１および第２部分（４１８、４２０）が上記のように互いに対して
動かされると、凹部（４６６）の形状および構成は、凹部（４６６）内に保持される把持
要素（４６４）がグリップ装置（４１０）の長手方向軸（４６０）に対して傾けられるの
を可能にする。特に、第１および第２部分（４１８、４２０）が第１位置にある場合、図
１０において図示されるように、把持要素（４６４）は凹部の第２側壁（４７０）の各々
に接する。この第１位置において、把持要素（４６４）の平面は、長手方向軸（４６０）
に対して第１の角度にある。典型的には、この第１の角度は９０°未満である。第１およ
び第２部分（４１８、４２０）は互いに対して第２位置にある場合、図９において図示さ
れるように、把持要素（４６４）は凹部（４６６）の第１側壁（４６８）の各々に接触す
る。この第２位置において、把持要素（４６４）の平面は長手方向軸（４６０）に対して
第２の角度にある。典型的には、この第２の角度は９０°であり、つまり把持要素（４６
４）の平面は長手方向軸（４６０）に実質的に垂直となる。重要なことに、第２の角度は
第１の角度より大きい。
【００７１】
　第１位置において、把持要素（４６４）の角度は、開口部のまわりの把持要素（４６４
）の少なくとも一部が、シャフトの反対側面で内視鏡のシャフト（４１４）と接触するよ
うな状態である。特に、凹部４６４の第２側壁（４７０）の各々は、把持要素（４６４）
に力を加える。この力の構成要素は長手方向軸（４６０）に垂直な方向にあり、これによ
り把持要素（４６４）はシャフト（４１４）に把持力を加える。第２側壁（４７０）の角
度は、シャフト（４１４）に加えられる把持力の大きさを決定する。このように、シャフ
トへの損傷を防ぐためにシャフト（４１４）に加えられる力の制限があるように、装置（
４１０）を設計することができる。第２位置において、凹部（４６６）の第１側壁（４６
８）の各々は、把持要素（４６４）に力を加える。この力は長手方向軸（４６０）と実質
的に平行な方向に加えられる。したがって、シャフト（４１４）には把持力が全く加えら
れず、装置（４１０）は容易にシャフト（４１４）に沿って移動させることができる。
【００７２】
　グリップ装置（４１０）は好ましくは、第１位置の第１および第２部分（４１８、４２
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０）を片寄らせるための付勢手段を備え、その結果、ユーザーは、第２位置に第１および
第２部分（４１８、４２０）をスライドさせるために、本体（４１２）に力を加えなけれ
ばならない。使用時に、把持要素（４６４）および本体（４１２）は、内視鏡のシャフト
（４１４）のまわりに配置されている。ユーザーは、第１および第２部分（４１８、４２
０）にせん断力を加えて、第２位置へそれらを移動させ、必要とされる位置までシャフト
（４１４）に沿って装置（４１０）をスライドさせる。第１および第２部分（４１８、４
２０）の上で力を解放することにより、第１および第２部分は、装置（４１０）がシャフ
ト（４１４）を把持する第１位置へと戻される。その後、ユーザーは、シャフト（４１４
）が内視鏡シャフトを操作するために把持される従来の方法で装置（４１０）を把持して
もよい。
【００７３】
　グリップ装置（５１０）の別の実施形態は、図１１および１２に示される。グリップ装
置（５１０）は、内視鏡シャフト（５１４）の収容のための腔（５１６）を有する、第１
部分（５１８）を備える。第１部分（５１８）は、第１部分（５１８）の長手方向軸（５
６０）に対し垂直な断面図中の実質的に長方形の形状、および長手方向軸（５６０）と平
行な断面図中の実質的に台形の形状を有する。第２部分（５２０）は、第１部分（５１８
）へ枢着され、ボタンまたはトリガー（５７２）を形成する。
【００７４】
　把持手段（５４２）は、テープ（５７４）またはコードまたは螺旋状コイルへと成形さ
れる他の可撓性部材の長さを伸長させる。テープ（５７４）の第１端部（５７６）は装置
（５１０）の第１部分（５１８）へ取り付けられており、テープ（５７４）の第２端部（
５７８）は装置（５１０）の第２部分（５２０）に取り付けられている。把持手段（５４
２）が内視鏡シャフト（５１４）に取り付けられる時、シャフトは、把持手段（５４２）
の螺旋状コイル内に、およびその螺旋状コイルを介して収容される。
【００７５】
　装置（５１０）の第２部分（５２０）は、ボタン（５７２）が押されない時の第１位置
と、ボタン（５７２）が押し下げられる時の第２位置との間で、第１部分（５１８）に対
して移動可能である。第１位置において、第２部分（５２０）はテープ（５７４）の第２
端部（５７８）に対する第１引張力を加え、および第２位置において、第２部分（５２０
）はテープ（５７４）の第２端部（５７８）に対する低減された第２引張力を加える。第
２位置の低減された引張力によって螺旋状コイルの半径は増加することができ、その結果
、装置（５１０）の内視鏡シャフト（５１４）はユーザーによって把持手段（５４２）を
介してスライドさせられる。第２部分（５２０）が第１位置に戻る時、テープ（５７４）
上の引張力は増加して、螺旋状コイルの半径は減少し、その結果、把持手段（５４２）は
内視鏡シャフト（５１４）を把持する。好ましくは、装置（５１０）は第１位置の第２部
分（５２０）を偏らせる付勢手段（５８０）、例えばバネ（５８０）を備える。
【００７６】
　保持手段（図示せず）は、第２部分（５２０）が第２位置に移動する時でさえ、テープ
（５７４）の実質的に螺旋状の構成を維持するために、把持手段（５４２）と係合する第
１部分（５１８）において提供され得る。
【００７７】
　使用時に、ユーザーは、第２位置へ第２部分（５２０）を移動させるためにボタンまた
はトリガー（５７２）を低下させる。その後、グリップ装置（５１０）は、内視鏡シャフ
ト（５１４）に沿って必要な位置へとスライドさせることができる。　ユーザーがボタン
（５７２）を放す時、第２部分（５２０）は第１位置まで移動して戻り、把持手段（５４
２）はシャフト（５１４）を把持する。その後、ユーザーはボタン（５７２）を押し下げ
ずに、内視鏡シャフト（５１４）を操作するために装置（５１０）を把持することができ
る。
【００７８】
　図１３～１５は、本発明のグリップ装置のさらに可能な実施形態を示す。実施形態のす
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べてにおいて、装置は、把持手段を内視鏡シャフトと係合させるために、互いに対して移
動可能な第１および第２部分を備える。図１３に示される実施形態において、装置（６１
０）の第１部分（６１８）は、内視鏡シャフト（６１４）の収容のための長手方向腔（６
１６）を有する円筒状チューブ（６８２）を備える。装置（６１０）の第２部分（６２０
）は、第１部分（６１８）の腔（６１６）にわたって延びるボタン部材（６８４）を備え
る。ボタン部材（６８４）は、腔（６１６）と実質的に同じ直径を有する開口部（６８６
）を含む。
【００７９】
　図１３に図示された第１位置において、ボタン部材（６８４）の一部は第１部分（６１
８）の腔（６１６）へ伸びている。この位置において、内視鏡シャフト（６１４）は、腔
（６１６）の表面の一部と、シャフト（６１４）の反対側面上の開口部（６８６）を取り
囲むボタン部材（６８４）の表面（６８８）の一部との間で把持され、これによりこれら
２つの対向面（６５０、６８８）は装置（６１０）の把持手段を形成する。
【００８０】
　使用時に、ユーザーは、長手方向軸（６６０）に垂直な方向で第１部分（６１８）に対
して第２部分（６２０）を第２位置へと移動させるために、図１３中の矢印によって図示
されるようにボタン部材（６８４）を低下させることができる。第２位置において、開口
部（６８６）は第１部分（６１８）の腔（６１６）に対して配列される。腔（６１６）お
よび開口部（６８６）の直径は、内視鏡シャフト（６１４）の外径より大きく、従って、
この第２位置において、ユーザーは、シャフト（６１４）に沿って装置（６１０）を自由
にスライドさせることができる。
【００８１】
　装置（６１０）はボタン部材（６８４）を第１位置において片寄らせる、バネ（６８０
）の形体の付勢手段（６８０）をさらに含む。このように、ユーザーはボタンを解放する
ことができ、ボタン部材（６８４）は装置（６１０）が内視鏡シャフト（６１４）を把持
する第１位置へと戻る。
【００８２】
　図１４に示されるグリップ装置（７１０）の実施形態において、装置（７１０）の第１
部分（７１８）は、内視鏡シャフト（７１４）の収容のための長手方向腔（７１６）を有
する円筒状チューブ（７８２）を備える。少なくとも１つのスロット（７９０）は、長手
方向軸（７６０）と平行な方向に延びるチューブ（７８２）の壁を通って形成される。こ
の実施例において、２つのスロット（７９０）がチューブ（７８２）の反対側面で形成さ
れる。装置（７１０）の第２部分（７２０）は、スロット（７９０）を通って延びる１つ
以上のスライダ部材（７９２）を備え、その結果、スライダ部材（７９２）の第１側面（
７９３）はチューブ（７８２）の外側表面（７４６）から延出し、スライダ部材（７９２
）の第２側面（７９４）はチューブ（７８２）の腔（７１６）へと延びる。
【００８３】
　弾性力のあるバンド（７９６）の形体をとる把持手段（７４２）、または細長部材は、
チューブ（７８２）の腔（７１６）内に位置し、一般的に装置（７１０）の長手方向軸（
７６０）と平行な方向に延びる。弾性力のあるバンド（７９６）の各々は曲げられるか下
げられ、その結果、バンド（７９６）の第１および第２端部（（７９７）、（７９８））
の各々はチューブ（７８２）の内表面（７５０）に近接して配置され、バンド（７９６）
の中央部（７９９）はチューブ（７８２）の腔（７１６）の中心の方へと内側へ延びる。
複数のこうしたバンド（７９６）は、バンド（７９６）の内部に曲げられた中央部（７９
９）が腔（７１６）において制止部（ｒｅｓｔｒｉｃｔｉｏｎ）を共に形成するように、
腔（７１６）の表面（７５０）の近くに位置づけられる。
【００８４】
　弾性力のあるバンド（７９６）の第１端部（７９７）のすべては、チューブ（７８２）
に対して移動できないようにグリップ装置（７１０）の第１部分（７１８）に接続される
。弾性力のあるバンド（７９６）の第２端部（７９８）はともに接続され、装置（７１０
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）（すなわちスライダ部材（７９２））の第２部分（７２０）に接続される。
【００８５】
　スライダ部材（７９２）がスロット（７９０）の第１端部（７０１）からスロット（７
９０）の第２端部（７０３）に動かされると、弾性力のあるバンド（７９６）の中央部（
７９９）は、図１４中の矢印によって図示されるように、チューブ（７８２）の内表面（
７５０）へと外側方向に動くことを強いられる。この動作は、腔（７１６）中の制止部の
直径を増加させて、装置（７１０）が内視鏡シャフト（７１４）に沿ってスライドするの
を可能にする。スライダ部材（７９２）がスロット（７９０）の第１端部（７０１）に戻
る時、弾性力のあるバンド（７９６）は再び内側へ曲がり、内視鏡シャフト（７１４）は
バンド（７９６）の各々の中央部（７９９）に把持される。
【００８６】
　この実施例において、スライダ部材（７９２）がスロット（７９０）の第１端部（７０
１）から第２端部（７０３）に動かされると、弾性力のあるバンド（７９６）の第２端部
（７９８）は、長手方向軸（７６０）と平行な方向で、弾性力のあるバンド（７９６）の
第１端部（７９７）からさらに引き離される。
【００８７】
　他の同様の実施形態において、把持手段は、腔の中に位置する螺旋形に織られたバンド
から形成されるスリーブの形体をとり得る。これらの実施形態において、スライダ部材が
スロットの第２端部へと動かされる、つまり織られたスリーブの第２端部が、スリーブの
固定された第１端部から引き離されると、スリーブの直径は織られたバンドにより減少す
る。この原理は中国の指トラップ装置（Ｃｈｉｎｅｓｅ　ｆｉｎｇｅｒ　ｔｒａｐ　ｄｅ
ｖｉｃｅｓ）のそれに似ている。他の実施形態において、織られたスリーブの各端部は、
一般的に円筒状チューブに取り付けられ得、該円筒状チューブは、望遠鏡式に互いに配置
されおよびに動作可能である。
【００８８】
　図１５は、グリップ装置（８１０）のさらなる実施形態を示す。グリップ装置（８１０
）は、使用時に、シャフト上の装置（８１０）を保持するために内視鏡のシャフトを少な
くとも部分的に取り囲む本体（８１２）を含む。本体（８１２）は実質的に円筒状であり
、内視鏡のシャフトの収容のために長手方向腔（８１６）を含む。この実施例において、
本体（８１２）は第１部分（８１８）および第２部分（８２０）を備え、その各々は、第
１端部、および第２端部、および　第１と第２端部との間に延びる長い端部（８２２）を
有する。長い端部（８２２）は、それらが装置（８１０）の長手方向軸（８６０）に角度
を付けられた平面にあるように、傾斜している。
【００８９】
　第１および第２部分（８１８、８２０）がともに固定される時、それらは長手方向軸（
８６０）と平行な方向で、互いに対して動作可能なままである。図１５中の矢印によって
示される方向において、第１位置と第２位置との間で第１および第２部分（８１８、８２
０）を動かすと、腔（８１６）の直径は長い端部（８２２）の傾斜により増加される。同
様に、第１および第２部分（８１８、８２０）を第１位置へと動かし戻すと、腔（８１６
）の直径は再び低減される。
【００９０】
　このようにユーザーは、第１および第２部分（８１８、８２０）へとせん断力を加える
ことができ、その結果、第２位置までそれらを動かして、装置（８１０）は内視鏡シャフ
トに沿ってスライドすることができる。第１および第２部分（８１８、８２０）に反対の
力を加えて第１位置にそれらを移動させると、第１および第２部分（８１８、８２０）の
内表面（８５０）によりシャフトが把持される。好ましい実施形態において、装置（８１
０）は、第１位置において第１および第２部分（８１８、８２０）を片寄らせるための付
勢手段を含む。
【００９１】
　本発明の特に好ましい実施形態において、グリップ装置は単回使用である。そのため、
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グリップ装置は、装置が内視鏡シャフト中から取り外された後、該装置を第２のシャフト
のまわりに置かれるか又は保持され得ないように構成されるような特徴を含む。いくつか
の実施形態において、グリップ装置は、固定手段を解放し第１および第２部分を少なくと
も部分的に分離することにより、内視鏡シャフトから取り外されるように設計されている
。これらの実施形態において、単回使用の特徴は、再び固定されるのを防ぐために固定手
段が解放されるか分離される場合、固定手段の一部であり得る。
【００９２】
　他の実施形態において、グリップ装置は、使用の後に内視鏡シャフトの端部からスライ
ドされるように設計されている。これらの実施形態において、単回使用の特徴は、装置が
第２シャフトへと後ろにスライドされるのを防ぐための手段を含み得る。例えば、単回使
用の特徴は、装置がシャフトから取り外される時、装置の腔へと延び、第２シャフトが腔
へと挿入されるのを防ぐ。
【００９３】
　そのような単独使用特徴を含むグリップ装置の実施形態が、図１６～２１において図示
されている。
【００９４】
　グリップ装置（９１０）は、使用時に、シャフト（１４）上の装置（９１０）を保持す
るために内視鏡（図２０および２１に示される）のシャフト（１４）を少なくとも部分的
に取り囲む本体（９１２）を含む。
【００９５】
　本体（９１２）は実質的に円筒状かまたは管状であり、内視鏡のシャフト（１４）の収
容のために長手方向腔（９１６）を含む。この実施例において、本体（９１２）は、ヒン
ジ式で接続される第１部分（９１８）および第２部分（９２０）を備える。第１および第
２部分（９１８、９２０）の各々は半パイプ形状を有し、その結果、各部分の長手方向軸
に垂直な断面図は実質的に半円形である。並列の長い端部（９２２、（９２４））は、第
１および第２部分（９１８、９２０）の各々の、第１および第２端部（９２６、９２８）
それぞれの間で延びている。このように、チャネル（９３０）は、内視鏡シャフト（１４
）を収容するための第１および第２部分（９１８、９２０）の各々に形成される。
【００９６】
　第１および第２部分（９１８、９２０）は、それぞれの第１の長い端部（９２２）に沿
ってヒンジ式に接続される。この実施例において、ヒンジは、本体（９１２）が作られる
材料から形成された自然のヒンジである。
【００９７】
　第１および第２部分（９１８、９２０）の各々の外側表面（９４６）の一部は、把持構
成（９６２）を含んでおり、この例の離散的な突起の形体をとる。把持構成（９６２）は
、エラストマー材料から好ましくは作られ、第１および第２部分（９１８、９２０）に対
するユーザーの把持を改善する。
【００９８】
　第１および第２部分（９１８、９２０）は、図１６に示される第１の開放形態と、図１
７に示される第２の閉鎖形態との間で、互いに対して動作可能である。開放形態において
、内視鏡シャフト（１４）はチャネル（９３０）のうちの１つの中に置かれてもよく、そ
の後、第１および第２部分（９１８、９２０）は内視鏡シャフト（１４）のまわりで閉鎖
されてもよい。
【００９９】
　第１および第２部分（９１８、９２０）は固定または係合手段（９３２）によりこの閉
鎖位置で保持される。この実施形態において、係合手段（９３２）は、第２の長い端部（
（９２４））に近接する第１部分（９１８）から延出した１対のタブ部（９３４）を備え
る。タブ部（９３４）の各々は、ステム部（９３５）を有し、およびその遠位端でフック
部分（９３７）を有する。係合手段（９３２）は、第２の長い端部（（９２４））に近接
した第２部分（９２０）に形成される１ペアの開口部または凹部（（９３６））を更に備
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える。凹部（９３６）の各々の縁部又は端部はフック部（９３９）を備える。タブ部（９
３４）の各々は、凹部（９３６）の各々の対応する１つと係合するように配置されており
、フック部（９３７、９３９）は、一旦タブ部（９３４）が凹部（９３６）に係合される
と、図１８に最も明白に示されるようにフック部（９３７、９３９）が凹部（９３６）か
ら引き抜かれるのを妨げるように構成される。
【０１００】
　このように、第１および第２部分（９１８、９２０）は、係合手段（９３２）の一部を
壊さずには、それらの第１の開放形態に戻り得ない。従って、一旦グリッパ装置（９１０
）が内視鏡シャフト（１４）のまわりで係合すると、シャフト（１４）の長さに沿ってス
ライドして、シャフトの端部から外れることによってのみ、取り外すことができる。
【０１０１】
　タブ部（９３４）および凹部（９３６）は、タブ部（９３４）が凹部（９３６）に係合
する時にも、第１および第２部分（９１８、９２０）が、図１８に示される第１位置と図
１９に示される第２位置との間で互いにそれぞれ動かされ得るように、構成される。第１
位置において、第１および第２部分（９１８、９２０）の第２の長い端部（９２４）の間
には隙間がある。この第１位置において、第２の長い端部（９２４）の間の最大の距離は
、タブ部（９３４）のフック部（９３７、９３９）と凹部（９３６）との係会または会合
、およびタブ部（９３４）の各々のステム部（９３５）の長さにより制限される。第２位
置において、第１および第２部分（９１８、９２０）の第２の長い端部（９２４）は、互
いに接触している。好ましい実施形態において、第１および第２部分（９１８、９２０）
は第１位置において片寄っている。
【０１０２】
　複数の突部（９５２）の把持手段（９４２）は、図１６に最も明白に示されるように、
第１および第２部分（９１８、９２０）の各々の内表面（９５０）上で提供される。した
がって突部（９５２）は、それぞれの各チャネル（９３０）へと延び、グリップ装置（９
１０）がその閉鎖形態にある時、グリップ装置（９１０）の腔（９１６）へ、径方向で内
側へと延びる。この実施形態において、突部（９５２）は、ブレードまたはフィンの形を
しており、エラストマー材料から作られる。
【０１０３】
　グリップ装置（９１０）が閉鎖形態の第１位置にある場合、ユーザーがシャフト（１４
）の長さに沿って容易にグリップ装置（９１０）をスライドさせることができるように、
把持手段９４２は内視鏡シャフト（１４）の表面と接触しないか、または単に軽く接触す
るのみである。ユーザーがグリップ装置（９１０）を把持するか圧搾して閉止形態の第２
位置の方へ、またはその位置へそれを移動させる時、把持の突部（９５２）は内視鏡のシ
ャフト（１４）の表面とより堅く接触し、それによって、内視鏡シャフト（１４）に把持
力を与える。重要なことには、突部（９５２）のブレード状か、フィン状の形状は、それ
らが典型的には内視鏡シャフト（１４）の表面を覆う潤滑剤の層に容易に浸透することを
可能にする。
【０１０４】
　上に記載されるように、一旦グリップ装置（９１０）が内視鏡シャフト（１４）のまわ
りで係会されると、その後、それをスライドさせることにより、シャフト（１４）の端か
ら取り外さなければならない。別の内視鏡シャフト（１４）の端部の上にそれをスライド
させることにより、グリップ装置（９１０）が再使用されるのを防ぐために、グリップ装
置（９１０）のこの実施形態はデテント手段（９４１）を含む。
【０１０５】
　デテント手段（９４１）は、グリップ装置（９１０）の腔（９１６）へ延びるように片
寄っているアーム部材（９４３）を含む。アーム部材（９４３）の第１の対は本体（９１
２）の第１部分（９１８）に接続される、アーム部材（９４３）の反対側の第２の対は、
本体（９１２）の第２部分（９２０）に接続される。アーム部材（９４３）の各々は、そ
れぞれの第１または第２部分（９１８、９２０）と共に一体的に形成され、ライブヒンジ
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（ｌｉｖｅ　ｈｉｎｇｅ）（９４５）によってその近位端で第１または第２部分（９１８
、９２０）とヒンジ式に接続される。
【０１０６】
　グリップ装置（９１０）が最初に開放形態から閉止形態へと移り、内視鏡シャフト（１
４）のまわりで留められる時、シャフト（１４）の周面はアーム部材（９４３）と接触し
、片寄らせる力に対してそれらを径方向に外側へ押す。
【０１０７】
　図２０において図示されるようにて、内視鏡シャフト（１４）がグリップ装置（９１０
）から引き抜かれる時、アーム部材（９４３）は、アーム部材（９４３）の各々の遠位端
（９４７）が径方向に内側に動いてグリップ装置（９１０）の腔（９１６）へと延びるよ
うに、片寄る。図２１に示されるように、ユーザーがグリップ装置（９１０）に別の内視
鏡シャフト（１４）を挿入しようとする場合、アーム部材（９４３）はシャフト（１４）
の端部または先端と接触し、シャフト（１４）がグリップ装置（９１０）の腔（９１６）
を通って完全に挿入されるのを防ぐ。内視鏡シャフト（１４）が各長手軸方向でグリップ
装置（９１０）へ挿入されるのを防ぐために、グリップ装置（９１０）は、本体（９１２
）の第１端部（９２６）に近接して、第１端部（９２６）に実質的に向かって延びるよう
に配置されたアーム部材（９４３）の第１セットと、本体（９１２）の第２端部（９２８
）に近接して、第２端部（９２８）に実質的に向かって延びるように配置されたアーム部
材（９４３）の第２セットとを含む。
【０１０８】
　本発明のグリップ装置（９１０）のいくつかの実施形態は、さらにキャップ（９５１）
を含み得る。キャップ（９５１）は、グリップ装置（９１０）の本体（９１２）へのキャ
ップ（９５１）を解放可能に固定にするためのカバー部（９５３）および固定手段を備え
、その結果、カバー部（９５３）はグリップ装置（９１０）の１つの端部を実質的にカバ
ーする。
【０１０９】
　キャップ（９５１）を含むグリップ装置（９１０）の２つの実施形態が、図２２および
２３に示される。これらの実施形態において、カバー部（９５３）は円状であり、固定手
段は、カバー部（９５３）の円周に延びる縁部（図示せず）を含む。縁部は、グリップ装
置（９１０）の本体（９１２）の第１および第２部分（９１８、９２０）の各々の裾広が
りの端部分（９５６）と係合するように構成される。キャップ（９５１）は、本体（９１
２）上のキャップ（９５１）を保持するために、裾広がりの端部分（９５６）上で縁部を
折ることができるように、弾性材料から作られる。
【０１１０】
　カバー部（９５３）及び／又は縁部の直径は、キャップ（９５１）が本体（９１２）の
端部と係合する時、本体（９１２）の第１および第２部分（９１８、９２０）が閉鎖形態
で保持されるようになっている。好ましくは、キャップ（９５１）は、グリップ装置（９
１０）がシャフト（１４）を把持するように、第１および第２部分（９１８、９２０）を
閉止形態で保持する。
【０１１１】
　使用時に、内視鏡が洗浄された後、グリップ装置（９１０）は最初に内視鏡シャフト（
１４）のまわりに配置される。グリップ装置（９１０）は、キャップ（９５１）を付ける
ことによりシャフト（１４）の遠位端で固定され、その結果、グリップ装置（９１０）の
本体（９１２）は内視鏡の遠位の先端部へと伸びて、これを保護する。内視鏡が使用され
る準備ができている時、キャップ（９５１）は除去され、グリップ装置（９１０）は先端
から遠ざかる方向で内視鏡シャフト（１４）に沿ってスライドする。
【０１１２】
　本体（９１２）からキャップ（９５１）を取り外すために、ユーザーは、裾広がりの部
分（９５６）のまわりから縁部を解放するために単にキャップ（９５１）を引く。この取
り外しを援助するために、キャップ（９５１）は好ましくは、カバー部（９５３）から径
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おいて、１対のローブ（９５５）が提供される。使用時に、ユーザーは、弾力的にキャッ
プ（９５１）を変形し、かつ裾広がりの端部分（９５６）上の縁部を引くために、ローブ
（９５５）の１つまたは両方を把持することができる。
【０１１３】
　キャップ（９５１）の好ましい実施形態は、さらにカバー部（９５３）に１つ以上の開
口部または孔（９５７）を含む。これらの孔（９５７）は液体がキャップ（９５１）を通
って流出することを可能にするために大きさを合わせられるが、内視鏡シャフト（１４）
の直径より著しく小さい。特に、グリップ装置（９１０）が取り付けられた場合、内視鏡
が湿らせられれば、液体は内視鏡からこれらの孔（９５７）によって流出することができ
る。
【０１１４】
　上記の実施形態において、グリップ装置は内視鏡自体と離れている装置として記載され
たが、同様の装置が内視鏡シャフトの構造に組み込まれ得ることが認識されよう。内視鏡
のこれらの実施形態において、グリップ装置は内視鏡のシャフトに永久に取り付けられた
ままであるが、シャフトの長さに沿って滑らせられてもよいし、上記のようにシャフトを
把持するために使用されてもよい。
【０１１５】
　なおさらなる実施形態において、グリップ装置は、内視鏡医によって保持されるか着用
されるグローブ、クロスまたは他の要素の一部を形成し得る。例えば、グリップ装置の第
１部分はグローブの指部分に取り付けられ得る。また、装置の第２部分はグローブの親指
部分に取り付けられ得る。
【０１１６】
　したがって本発明のグリップ装置は、ユーザーが内視鏡シャフトを把持するのを支援す
る。特に、本発明の装置は、ユーザーが把持するか挟持しなければならないシャフトの直
径を増加させて、それによって、ユーザーの筋肉に対するストレスおよび負荷を減少させ
る。更に、装置は、ユーザーの装置に対する把持力が完全に開放される時にさえ内視鏡シ
ャフトのまわりで保持されるように設計されており、処置の間に扱い操作するために単純
にされ、内視鏡シャフトをつかんでシャフトに沿ったグリップ装置を動かすために提供さ
れる手段は片手で操作可能であり、その結果、装置の使用はそれらの従来の作業方法を変
更することをユーザーに要求しない。
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返回到打开状态；并且，当第一和第二部分在使用过程中处于关闭状态
时， 定位装置布置成防止内窥镜轴插入通道中。 [选择图]图16
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